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令和 3年（2021年）7月10日（土）

　区役所の一部窓口を、毎月第２日曜９時～17時、毎週火曜(祝日・閉
庁日を除く)19時まで開庁しています。また、郵送などによる手続きも
あります。詳しくは、区ホームページをご覧ください。

休日・夜間開庁をご利用ください

イタリア・ボローニャ
国際絵本原画展

　本展では、世界最大級の規模を誇る絵本原画コンクールの入選作品を紹介
します。また、期間中に、絵本で有名なレオ・レオーニの寄贈作品(彫刻・
油絵・デザインなど)の特別展示や、絵本に関するイベントを行います。

区立美術館☎3979 - 3251
〈月曜休館。ただし８月９日㉁は開館し10日㈫休館〉ところ・問合

▶とき＝７月17日㈯～８月15日
㈰、９時30分～17時(入館は16時30
分まで)▶観覧料＝一般650円、
高校・大学生450円、小・中学
生200円※土曜は高校生以下無
料※65歳以上の方(持物…年齢
がわかるもの)・障がいがある
方(持物…各種手帳)は割引あり

◉トーク・対談・講演会
▶とき・内容など＝右表参照▶
定員＝A～E各30人(申込順)▶
申込＝各申込開始日の朝９時か
ら、電話(１申込２人まで)で、
区立美術館

◉講座
▶とき＝７月25日㈰・８月１日
㈰、２日制
▶コース・時間・講師
●  のぞきからくり絵本の世界…
10時～13時、絵本作家　吉田
稔美

●  オリジナルキャラクターの制
作と展開…14時～17時、絵本
作家　からさわようすけ

※講義・実技
▶対象＝高校生以上▶定員＝各
コース20人(申込順)▶費用＝各
コース3000円※材料費が別途必
要▶申込＝７月10日㈯朝９時か
ら、電話で、区立美術館
◉夏のアトリエ
▶とき＝８月３日㈫～７日㈯、
５日制、10時～16時▶内容＝絵
本作り▶講師＝㈱ブロンズ新社

代表　若月眞知子▶対象＝18歳
以上で、イラストレーターまた
はイラストレーターをめざして
おり、イラスト・絵本の制作経
験がある方▶定員＝20人(書類
選考)▶費用＝１万円※材料費
が別途必要▶申込＝７月16日
(必着)まで、往復はがきで、区

立美術館(〒175 - 0092赤塚５ -
34 - 27)※申込記入例(２面)の
項目とこれまでの制作活動、主
な使用技法、応募理由、過去の
「夏のアトリエ」「夏の教室」「夏
のセミナー」の参加有無を明
記。出版歴がある場合は、タイ
トル・出版社名を明記。

開催案内

期間中の催し

と　き 内　容 講　師 申込開始日

A７月17日㈯ トーク「ボローニャより」 区職員ほか ７月10日㈯

B７月24日㈯ 対談「ボローニャの出版社と作った絵本」 イラストレーター 
オオノ・マユミほか ７月18日㈰

C７月31日㈯ 対談「2021ボローニャ・チルドレンズ・ブック
フェア総復習」

絵本評論家
広松由希子ほか ７月24日㈯

D８月８日㈷ 講演会「絵本をつくる絵本をとどける」 ㈱ブロンズ新社代表
若月眞知子

７月31日㈯
E８月９日㉁ 記念トーク「入選者と話そう」 入選者ほか

《トーク・対談・講演会》

※AB15時からC～E14時から

　区内で見つけた「いいね」と思う写真のイ
ンスタグラム投稿を募集します。投稿写真
は、区ホームページなどで紹介する場合が
あります。
▶募集期限＝９月10日㈮▶投稿方法＝区公
式インスタグラム
(@city_itabashi)
をフォローし、撮
影場所名と「#い
いねいたばし」「@
city_itabashi」を
付けて投稿

広聴広報課プロモーション係
☎3579 - 2515問　合

佐藤太清記念
中学生絵画展
作品募集
　文化勲章受章の画家・佐藤太清さんの功
績を顕彰して「佐藤太清青少年美術奨励基
金」を設け、全国から中学生の絵画作品を
公募し、絵画展を開催します。
▶対象＝国内在住・在学の中学生▶対象作
品＝絵画作品全般(水彩・油彩・写真など)
※審査会で選定※優秀作品は表彰状・副賞
を贈呈※入選作品は来年２月10日㈭～13日
㈰に成増アクトホールで展示▶作品申告書
の配布場所＝区立美術館・同館ホームペー
ジ▶申込・問＝11月５日㈮17時まで、作品
申告書・作品を直接または郵送で、区立美
術館(〒175 - 0092赤塚５ - 34 - 27)☎3979
- 3251〈月曜休館。ただし祝日・休日の場
合は開館し翌日休館〉

令和２年度佐藤太清賞
「夏の音 - 『弦楽四重奏曲第二番』より第二楽章」

神奈川県横浜市　木曽あおいさん

令和２年度板橋区長賞
「銚子の海」

千葉県銚子市　桶谷歩那さん

#いいねいたばし

　インスタグラムで
板橋の写真を
投稿しませんか

　インスタグラム

【左上画像】ベアトリーチェ・ボゴーニ（イタリア）「母音の共感覚」、【右上画像】ホアキン・カンプ（アルゼンチン）「プール」、
【左下画像】オルガ・エピーヒナ（ロシア）「ありえないことリスト」、【右下画像】相澤史（日本）「わたし、お姉ちゃんになります」

※新型コロナウイルス感染症の影響で、記事の内容が中止・変更になる場合があります


